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水
道
料
金
の
統
一
と
不
公
平
の
是
正
を

統
合
庁
舎
の
建
設
に
市
民
の
声
反
映
を

永 井 千 年 議員

質
　
問

　

1
㎥
当
た
り
の
県
の
受
水
費
は

約
68
円
、
佐
織
地
区
の
自
己
水
源

は
15
円
と
4
・
5
倍
の
差
が
あ
る
。

原
水
費
を
低
く
す
る
に
は
、
自
己

水
源
を
活
用
し
な
が
ら
県
の
契
約

水
量
の
引
き
下
げ
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
水
量
や
口
径
に
よ
る
料

金
の
累
進
性
を
強
め
、
家
庭
用
単

価
を
低
く
抑
え
て
は
。

上
下
水
道
部
長

　

自
己
水
源
は
、
今
後
も
継
続
的

に
日
常
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

く
。能
力
ア
ッ
プ
を
図
れ
る
か
は
、

今
年
の
検
査
で
確
認
し
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。

質
　
問

　

設
計
業
者
が
決
定
し
た
。今
後
、

ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
市
民
の
声

を
取
り
入
れ
、
設
計
業
者
と
協
議

し
て
い
く
の
か
。

上
水
道
課
長

　

自
己
水
源
を
止
め
た
場
合
、
県

水
の
受
水
費
は
4
千
万
円
か
ら

5
千
万
円
上
が
る
。

　

多
く
水
を
使
っ
て
い
る
人
に
は

多
く
払
っ
て
も
ら
う
考
え
で
、
口

径
別
料
金
も
今
後
検
討
し
た
い
。

質
　
問

　

八
開
地
区
の
料
金
体
系
は
、

10
㎥
の
料
金
比
較
で
は
間
違
い
な

く
全
国
一
。
基
本
料
金
を
10
㎥
に

し
た
場
合
の
影
響
額
は
1
千
万
円

弱
。
経
費
節
減
の
努
力
を
す
れ
ば

吸
収
で
き
る
金
額
だ
。
八
開
の
料

金
を
佐
織
の
料
金
に
統
合
を
。

　

市
民
参
加
の
水
道
料
金
問
題
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
早
急
に

料
金
統
一
と
不
公
平
な
料
金
体
系

の
是
正
を
。

上
下
水
道
部
長

　

佐
織
地
区
の
料
金
に
置
き
換
え

て
試
算
す
る
と
、
約
2
千
200
万
円

の
減
と
な
る
。
現
在
も
経
費
節
減

総
務
部
長

　

23
年
度
に
基
本
設
計
、
年
度
末

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
反
映
で
き
る
も
の
は
反
映
し

て
い
く
。
24
年
度
に
工
事
発
注
に

に
努
め
て
い
る
の
で
吸
収
は
無
理

だ
。
検
討
委
員
会
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

質
　
問

　

市
長
は
、
県
水
100
％
に
し
て
か

ら
料
金
統
一
を
行
う
と
度
々
表
明

し
て
い
る
。
な
ぜ
県
水
100
％
と
料

金
統
一
の
問
題
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

の
か
。

市
　
長

　

県
水
100
％
に
佐
織
を
持
っ
て
い

く
。
そ
れ
以
後
料
金
統
一
を
考
え

て
い
る
。
当
然
こ
の
後
南
部
水
道

と
の
統
一
も
考
え
て
い
く
。

向
け
、
実
施
設
計
を
行
う
。
そ
れ

以
外
の
市
民
の
声
の
反
映
の
手
法

は
、
今
後
詰
め
る
。

質
　
問

　

永
和
出
張
所
の
存
続
を
求
め
る

5
千
105
人
の
署
名
は
大
変
重
い
。

永
和
出
張
所
は
、
距
離
的
な
利
便

性
か
ら
見
て
必
要
だ
。
3
庁
舎
2

出
張
所
の
活
用
方
法
は
今
後
ど
の

よ
う
に
調
整
さ
れ
る
の
か
。

総
務
部
長

　

3
庁
舎
は
、
取
り
壊
し
、
一
部

取
り
壊
し
も
含
め
て
検
討
、
八
開

庁
舎
は
他
の
公
用
の
利
用
を
検
討

し
て
い
る
。
市
江
、
永
和
出
張
所

は
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
を
継
続
し
、
出
張
所
部
分
だ

け
取
り
壊
す
考
え
は
な
い
。


